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研究成果の概要（和文）：本研究は、平安中期に頃に成立したとされる類聚歌集、古今和歌六帖の校本作成をめざした
ものである。当該歌集の伝本は、近世初期の写本群、及び刊本があるのみで、中古、中世の写本が伝存しない。しかし
歌学書等から蒐集できる逸文は、必ずしも現存伝本と一致せず、また、収録歌及びその配列にも違いがある。
そのため本研究では、現存写本群の中から十二本を選び、さらに刊本を加えた校本を作成し、肝要な情報である注記も
正確に再現することで、古今和歌六帖本文の基礎資料を作成した。その結果は、最終年度に、データベースとして電子
媒体で資料を公開するとともに、論文集として『古今和歌六帖研究』Ⅰ、Ⅱを刊行した(平成２２、２３年度)。

研究成果の概要（英文）：  This study intended to make a compilation of varying texts of Kokin-Waka-Rokujo,
 worked out in middle period of Heian. The existing texts of such work are transcriptions and prints in Ed
o period. That text not necessary conforms to old fractions, finding out in the texts of Waka, such as Kig
o-syo, Toshiyori-Zuino, Waka-Domosyo.
  For these reasons, we selected 12 texts and a book, copied or printed in Edo period, and made a compilat
ion of varying texts with vast numbers ofinsertions. This accomplishment put on view in electron medium in
 the last year of this scientific research fund, and as articles, we issued in Kokin-Waka-Rokujo Kenkyu, V
ol.1 and Vol.2, published in the 22 and 23 years of the Heisei era.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現在公刊されている古今和歌六帖の本文
と、中古、中世の歌学資料の間に懸隔があり、
資料としての信頼性に疑問がある。この問題
を解消するための、基礎研究としての本文研
究が必須である。 
 現在公刊されている古今和歌六帖は、新編
国歌大観第五巻所収本(書陵部桂宮本)の他、
影印資料として、永青文庫本等に限られる。
伝本研究の観点から、極めて重要な寛文九年
版本は、一般にはほとんど見ることができな
い状態であり、近世歌学の観点からも、これ
を公刊することの意義は極めて大きい。 
 編者については、伝承される編者に、紀貫
之、あるいは貫之女、具平親王、兼明親王の
名があがっているが、いずれも伝承の域を出
ない。近時、古今和歌六帖編者として、源順
を中心とする文化圏が注目されている。類聚
和歌集としての古今和歌六帖の体裁、またそ
の配列等を考慮すると、極めて注目される論
である。こうした編者の問題を検討するため
にも、基礎資料としての古今和歌六帖の本文
が、中古においていかなるものであったかを、
逸文、古筆切を中心とする歌学資料から検討
する必要がある。 
 公的な資料としての勅撰和歌集史を補完
するものとして、古今和歌六帖のような類聚
歌集が利用されてきたことは、枕草子、源氏
物語等に、多くの六帖歌が引用されているこ
とからも明かである。古今和歌六帖の享受史
が検討されなければならない理由もそこに
ある。注釈史の立場からも、古今和歌六帖を
検討する必要があるとともに、享受史を検討
することにより、逆に古今和歌六帖本文の確
定に至る可能性もある。 
 
２．研究の目的 
 広く現存する写本、刊本を博捜し、それに
基づいた正確な校本を作成する。さらに、中
古、中世における、古今六帖の享受の実態を、
研究代表者、連携研究者それぞれの専門研究
の観点から考察する。 
 
３．研究の方法 
(1) 現存する写本、刊本の所在確認、及び文
献調査。 
(2) 確認しえた伝本の素性を検討し、系統を
検討し、伝本論を構築する。その上で、校本
作成に使用する伝本を選択する。 
(3) 選択された伝本のデータベースを作成
する。作成の際は、すべての異本注記、書き
入れ等を正確にデータ化する。 
(4) (3)に基づき、校本を作成する。 
(5) 校本作成の過程で知り得た情報、あるい
は享受に関する論考は、成果報告書『古今和
歌六帖研究』(Ⅰ、Ⅱ)に収録する。 
 
４．研究成果 
(1) 最初の作業として、古今和歌六帖の伝本
調査に相当時間を費やした。国内に伝存する

伝本は相当数あるが、そのうちの多くが、版
本を書写したものであり、その特定には、前
提としての版本研究が必要である。本研究を
開始する前提として、版本の実態については、
相応の研究成果を得ていたので、これに基づ
いて版本を書写した伝本を校本から除外す
ることとした。版本書写の実態については、
古瀬雅義の一連の論考がある。なお、版本研
究の過程で、版本本文及び、多数の書き入れ
注については、近世和歌研究の課題とすべき
問題が多数確認された。これについては、今
後の課題であるとともに、校本を公開するこ
とが当該研究に資するものと考える。以上の
伝本調査の結果については、年に一度、研究
会を行い、各伝本の実状についての報告、及
び、審議を行った。 
(2)上記の過程で、本研究に先行して行われ
ていた「文字列データ解析システムの構築と
平安中期歌語生成に関する研究」(基盤研究
(C)、研究代表者福田智子、課題番号
19500217)において一部着手されていた古今
和歌六帖伝本データの成果を受け、これを校
本データに取り込む際のシステム上の問題
点を検討した。その結果、校本データ作成に
関しては、基礎データ完成後、これを統合す
るためのシステム開発を、古典ライブラリー
(代表者、山口守義)のシステム部門と協議す
ることとした。 
(3) 伝本調査の過程で、記録には残されてい
るものの、所在不明の伝本がいくつかあるこ
とが明らかになった。その所在調査の結果、
今回校本に使用した諸本のうちの一本を残
し、所在が明らかになった。その一本は、故
大久保正氏旧蔵本であり、近世初期の書写の
一面をよく表す伝本であるので、国文学研究
資料館データベースに収められるマイクロ
データを使用して、校本作成の一本とするこ
ととした。 
(4) 今回校本に使用した１３本は、本文系統
上不可欠の伝本であるが、校本には採用しな
かった伝本のうち、伝来等に注目すべき点の
ある数本については、詳細な解題を作成した。 
特に、所在未確認であった旧阿波国文庫蔵桃
園文庫本の調査ができたことは収穫であっ
た。当該伝本については、石澤一志が調査の
上、詳細な解題を執筆した。しかし、なお、
現在も久曽神昇氏旧蔵本等は所在不明であ
り、引き続き資料の発見に努めたい。 
(5) 中古、中世の本文状況については、古鈔
本がないため、日比野浩信が、現在確認出来
る古筆切一覧を作成したこのうち、近年新た
に発見されたものは、伝慈円筆白砂切の連れ
一葉等である。一覧は､古今六帖研究Ⅱに掲
載したが、現存古筆切の範囲でも、古今和歌
六帖の本文が、現存本とは相当の異同がある
ことがわかる。古筆切については、今後引き
続き蒐集に努める必要がある。 
(6) 同じく、歌学書、歌集等に見える本文に
ついては、それぞれの専門の見地から考察を
行った。特に、藤原清輔の袋草紙に書かれた



一文から、現存古今和歌六帖とは系統を異に
する伝本の存在を想定する説が提出されて
おり(奥村恒也氏他)、その当否については、
全く言及されないままであった。この研究は、
近世における契沖を始発とする逸文研究に
基づくものであり、古今和歌六帖伝本研究の
上から、看過できない問題である。そのため、
契沖以下の研究成果を、逸文蒐集の方法、使
用した資料の問題点を通じて再検討した結
果、現存古今和歌六帖はすべて一系であり、
系統を異にする伝本は存在しなかったであ
ろうとの結論を得た。 
(7) 以上の成果のうち、解題、伝本論、先行
研究等は、主として『古今和歌六帖研究』Ⅰ、
平成23年3月31日、（平成22年度成果報告）、
『古今和歌六帖研究』Ⅱ、平成 24 年 3 月 31
日、（平成 23年度成果報告）に発表し、個別
のテーマに関しては、研究代表者、連携研究
者が、それぞれの場で論文化した。 
(8) 校本作成にあたっては、注記、異本注記、
及びその位置情報にわたるまで、伝本を忠実
に再現するデータを作成した。本課題の最大
の目的は、正確な校本の作成であるから、連
携研究者、研究協力者全員がこの作業を行い、
最終的に、１３本の伝本に基づく校本を完成
した。伝本毎の基礎データを校本データの形
にまとめるまでに、ほぼ二年の時日を要した。
もっとも困難であったのは、異文注記であり、
当該注記は、その位置が重要な情報となるた
め、精査を重ねた。このデータは、電子媒体
により、関係する研究者に配布した。(『校
本古今和歌六帖』、平成 25 年 3月 31 日、(本
科研最終報告書、古今和歌六帖校本データベ
ース、及び伝本略解題収録)。最終的に、現
存伝本は一系であるものの、その中で三類に
分かれることが判明した。校本データベース
は、この観点から作成したが、なお、中間的
な形態を示す伝本が存在する。このことは、
版本の研究をさらに進めることによって、あ
る程度の結論を得られるのではないかとの
見通しを得ている。版本がいかなる伝本に拠
っているのかは、遺憾ながらなおその全貌は
把握できない。この問題の解明には、近世歌
学の観点からの研究が不可欠であり、さらに、
近世において、和歌資料本文がどのような手
続きを踏んで決定されたか、すなわち、近世
における文献学上の手続きの解明が不可欠
である。少なくとも、版本古今和歌六帖本文
については、近世万葉学の影響が大きいであ
ろう事は容易に想像できる。この点について
は、契沖を始発とする万葉研究を考慮しなけ
ればならない。この問題については、古今和
歌六帖が、まず万葉研究の資料として活用さ
れたと実態を踏まえる必要がある。但し、そ
の研究は、対象が万葉集と古今和歌六帖に限
定された傾向があり、それが古今和歌六帖本
文の研究の障碍となってきた。本研究におい
ては、中古・中世の歌学資料を視野に入れる
ことによって、その限界を打ち破るべく努め
たのであり、その根幹資料としての写本群の

校本化が、今後の研究の礎となることを期待
している。 
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